
ひざや腰などの関節痛・腰痛・肩こりに

液〈ニッスイ〉

関係部位 症状

皮膚
発疹・発赤、かゆみ、はれ、かぶれ、
ヒリヒリ感、熱感、乾燥感

製品の特徴
インドメタシン液〈ニッスイ〉は、関節や筋肉に浸透し、痛みのもとを直接
抑えるインドメタシンと清涼感のある�-メントール配合の外用液剤です。

使用上の注意

してはいけないこと
（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる。）
１．次の人は使用しないこと。
１） 本剤又は本剤の成分によりアレルギー症状を起こしたこ

とがある人。
２） ぜんそくを起こしたことがある人。

２．次の部位には使用しないこと。
１） 目の周囲、粘膜など。
２） 湿疹、かぶれ、傷口。
３） みずむし・たむしなど又は化膿している患部。

３．長期連用しないこと。

相談すること
１．次の人は使用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること。
１） 医師の治療を受けている人。
２） 妊婦又は妊娠していると思われる人。
３） 薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人。

２．使用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性がある
ので、直ちに使用を中止し、この説明書を持って医師、薬剤
師又は登録販売者に相談すること。

３．５～６日間使用しても症状がよくならない場合は使用を中止
し、この説明書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談
すること。

効 能 効 果
�筋肉痛、肩こりに伴う肩の痛み、腰痛。
�関節痛、腱鞘炎（手・手首の痛み）、肘の痛み（テニス肘など）。
�打撲、捻挫。
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使用に際し、この説明書を必ず読むこと。また、必要なとき読めるように大切

に保管すること。



　　塗布前にスポンジ面を患部に押し当て、薬
液が浸透している事を確認してください。（乾い
たまま塗布するとスポンジが破れることがあり
ます。破れた場合は使用を中止してください。）

使 用 方 法

成 分 分量 は た ら き

インドメタシン １０００�
非ステロイド性の消炎鎮痛剤で、皮膚から
吸収され、筋肉や関節の痛みのもとを直接
抑えます。

�－メントール ３０００� スーッとした清涼感で筋肉や関節の痛みを
やわらげます。

用 法 用 量
１日４回を限度として適量を患部に塗布する。

〈用法用量に関連する注意〉
（１）１１歳以上の小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもと

に使用させること。
（２）１１歳未満の小児には使用させないこと。
（３）目に入らないよう注意すること。万一、目に入った場合には、す

ぐに水又はぬるま湯で洗うこと。なお、症状が重い場合には、眼
科医の診療を受けること。

（４）外用にのみ使用すること。
（５）１週間あたり５０mLを超えて使用しないこと。
（６）薬剤塗布後の患部をラップフィルムなどの通気性の悪いもので覆

わないこと。

成 分 分 量 １００�中

添加物としてポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、イソプロパノール、
エデト酸Na水和物、オキシベンゾン、ミリスチン酸イソプロピル、ベン
ジルアルコール、ヒドロキシプロピルセルロース、グリセリン、チオ
硫酸Na水和物、１，３－ブチレングリコールを含有する。

保管および取扱い上の注意
１．直射日光の当たらない涼しい所に
密栓して保管すること。

２．小児の手のとどかない所に保管す
ること。

３．他の容器に入れかえないこと（誤
用の原因になったり品質が変わる）。

４．メガネ、時計、アクセサリーなど
の金属類、化繊の衣類、プラスチ
ック類、床や家具などの塗装面な
どに付着すると変質することがあ
るので、付着しないよう注意すること。

５．火気に近づけないこと。
６．表示の使用期限を過ぎたものは使用しないこと。

発売元

東京都台東区上野３－２３－９

製造販売元

東光薬品工業株式会社
東京都足立区新田２－１６－２３

TS１３０３

ひざや腰の痛みに！
ひざや腰の痛みは、軟骨がすり減ったり、筋力の低下などが原因
となります。
１．日頃からウォーキングなどの運動をしましょう。
２．バランスのよい食事を心がけましょう。
３．筋肉や関節を冷やさないようにしましょう。

日常生活の注意

〔問い合わせ先〕
１．購入した薬局・薬店
２．日水製薬株式会社 お客様相談窓口 電話：０３－３８３７－０９８７

受付時間：午前１０時～１２時、午後１時～５時
（土・日・祝日を除く）


